
別紙様式２（高） 

令和５年度 県立緑岡高等学校自己評価表 
目指す学校像 文武不岐の伝統精神のもとに教育活動を推進し、高い知性とたくましい心を持ち、社会に貢献する人材を育成する。 

三つの方針 具体的目標 

「三つの方針」

（スクール・ポ    

リシー） 

「育成を目指す資質・能力に関す 

る方針」 

（グラデュエーション・ポリシー） 

○「文武不岐」の伝統精神をもって学び続けることができる人材 

○「進取の気象」をもって高い知性とたくましい心を育むことができる人材 

○「柔軟な発想」をもって社会の発展に貢献することができる人材 

「教育課程の編成及び実施に関す 

る方針」 

（カリキュラム・ポリシー） 

◯探究を基礎とした教育課程による、普通科の多様性に応える進路希望の実現 

○探究を核とした教育課程による、理数科の専門性を生かした進路希望の実現 

○主体的な社会参画のための自治的活動の推進による、社会性と倫理観の醸成 

「入学者の受入れに関する方針」

（アドミッション・ポリシー） 
○自ら学び、自ら考えようとする意欲にあふれた生徒 

○多様なものの見方や考え方を受け入れようとする生徒 

○興味関心のある分野についてより深く知ろうとする生徒 

昨年度の成果と課題 重点項目 重点目標 達成状況 

・国公立大に関しては現役合格が 123 名で 7 年

連続の 120 名台となった。上位校は東北大学 3

名、東京外国語大学 2 名、北海道大学、お茶の水

女子大学に各 1 名合格した。また、筑波大学と群

馬大学の医学部医学科に各 1 名合格者が出た。

筑波大合格者は現役 5 名、茨城大については 50

名が合格した。 

 

 

・私大の上位校合格者は早慶上理 11 名、

GMARCH90 名と大幅に合格者数を伸ばした。 

 

 

・学習室等を利用して、自学自習に励む生徒の姿

はだいぶ見られるようになっている。意識が高

い生徒が増え、早いうちから進路室を訪れるよ

うになり、相談や資料探し、貸し出し図書の利用

も多くなった。 

 

 

Ⅰ 生徒の主体性を引き出すカリキュラム改善と

授業改善 

①探究的な学びを中心にコミュニケーション能力・批判的思考力・論理

的思考力の育成に努める。 

②課題解決型学習(PBL)により、正解のない問いに協働して納得解を導

く機会の創出に努める。 

③ICT 機器などを効果的に活用し、主体的・対話的で深い学びや個別最

適な学びの実践に努める。 

④自学・自習の習慣を確立し、自ら問いを発することができる主体的な

学習態度の育成に努める。 

⑤学習指導要領に基づく生徒の実態に応じた評価を工夫し、指導と評価

の一体化の推進に努める。 

⑥生徒による授業評価において、授業満足度関連項目における評価の平

均値 3.0 以上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ 

Ⅱ 生徒の自己実現のための進路指導と進学実績

の向上 

⑦生徒に高い志を持たせる機会を積極的に設け、キャリアパスポートの

効果的な活用に努める。 

⑧個別面談等を通して生徒の「進路設計と課題の明確化」を図り、進路

意識の向上に努める。 

⑨学年、教科、学習進路指導部の協働により、学びに向かう力の育成と

人間性の向上に努める。 

 

 

 

 Ｂ 
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・令和 4 年度の卒業生については、文系の生徒

が例年よりかなり多く、難関私立大の合格者増

につながった。第一希望を貫き、諦めずにチャレ

ンジした結果合格をつかんだ生徒も多かった。

下級生は、１年２年次の学習量の絶対量の不足

は続いており、学習している生徒とそうでない

生徒の差が大きい。 

 

 

・制服は生徒との話し合いながらの校則改正も

あり正しく着こなせている。自転車運転マナー

も身に付きつつあるが、一部の生徒に並進運 

転が見受けられる。また、携帯やスマートフォン

の使用マナー等に関して課題がある。 

 

 

・運動部・文化部とも高い加入率を維持し、活発

な活動により成果を上げた。今年度も学習との

調和を重視し、自主的・主体的な活動を促してい

きたい。 

Ⅲ シティズンシップ教育の充実による自己指導

力の向上 

⑩各教科・領域、活動の指導事項を横断的に捉え、自主性、自立性及び

創造性の育成に努める。 

⑪成人年齢の引き下げを受け、市民として備えるべき資質・能力の自覚

とその育成に努める。 

⑫校則等の見直しなど、生徒が自ら考え判断する場を設定し、自治的な

活動の充実に努める。 

 

 

 Ｂ 

Ⅳ ＳＳＨ事業、国際交流事業及び社会貢献活動

の推進 

⑬課題研究・探究活動の質的向上を図り、共通理解と教科横断的視点で

の組織作りに努める。 

⑭高大連携事業の実施に必要な人的、物質的な体制を確保しつつ、その

改善と充実に努める。 

⑮ＳＳＨ事業、国際交流事業の成果を、説明会やＨＰを通して地域へ還

元するように努める。 

 

 

 

 Ａ 

Ⅴ 働き方改革の実践並びに教職員の教育力の一

層の向上 

⑯教材の共有化、ICT を活用した効率化の促進によって、業務量の軽減

に努める。 

⑰部活動・学習課外・模擬試験等の業務運営時間や方針の明確化に努め

る。 

⑱生徒一人一人に向き合い伴走しながらも、勤務時間の一層の縮減に努

める。 

⑲生徒・教職員が目標を共有し共に成長できる教育環境・職場環境作り

に努める。 

⑳校内研修の充実並びに校外研修・視察等への積極的参加と成果の共有

に努める。 

 

 

 

 

 

 Ｂ 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

 

１学年 

・授業を中心とした学習活動と

自学自習の主体的な学習スタ

イルを定着を図る。 

・家庭学習の定着を図るとともに授業を中心とした予習・復習の学習スタイルを確立させ、

主体的に学ぶ姿勢を育成する。①②③④⑤⑥⑯ 

Ａ  

 

Ａ 

・授業時間以外の時間の有効

活用を考えさせる。 

・SP 科学について、運営方法

の検討をする。 

・卒業後の進路を見据え、具体

的に今の自分の時間の使い方

を考えることを指導する。 

・各行事の反省を生かし、整理

をする。 

・英語や国語の小テストなどの実施により、学習の習慣化と基礎力の定着を図る。提出物の

期限を厳守させ、学業重視の態度を育成する。①③④⑤⑥ 

Ａ 

・補習や課外を実施して、生徒の個々に応じたきめ細やかな指導を行う。①②③④⑤⑥⑯ 

 

Ａ 

・基本的な生活習慣の確立をめ

ざし、規律正しい学校生活が送

れるよう自己指導力の醸成に

努める。 

・個別面談や学校行事、クラス行事など様々な場面において、積極的に生徒と接し、適切な

指導や支援を行い、自律的な生活の定着を図る。⑦⑧⑱⑲ 

Ａ  

 

 

Ａ 
・緑高生としての誇りを持たせ、あいさつの励行、身だしなみや規範意識の高揚を図る。 

⑦⑫ 

Ｂ 

・整理整頓を心がけ、自ら進んで清掃するなど環境美化を指導する。⑦⑫ Ａ 
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・互いに個性を尊重して健全な

人間関係の構築と共に、自主

性・自立性及び創造性の育成を

図る。 

・学校行事、部活動、生徒会活動に積極的に取り組ませることで、生徒個々のコミュニケー

ション能力、主体性、協調性を育み、人間的成長を促す。⑧⑩⑪⑫ 

・ＨＲ活動や学校行事を通して、相手を尊重する心や積極的に集団へ寄与する姿勢、市民と

しての資質・能力を育み、人間的な力量・能力の向上を図る。⑩⑪⑫⑭ 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

・将来自分が就きたい職業や、 

興味のある学問を考え、進路目

標の明確化を図る。 

・キャリア講演会・進路講演会・全日 HR を実施し、進路意識の啓発を図り、進路目標の明

確化を支援する。⑦⑧⑰⑱ 

Ａ  

 

 

 

Ａ 

・的確な学科コース選択を支援するためにキャリアパスポートの効率的な活用を充実させ

る。②⑦⑨ 

Ｂ 

・学科コース選択のための生徒面談を実施すると共に、「Classi」等の活用により情報を提

供し、保護者と連携を図り、適性に応じた適切なアドバイスを行う。③⑦⑨⑬⑭⑮ 

Ａ 

・「SP 科学」を中心として課題解決型学習の機会や教科横断的学習の機会を積極的に創造し

ていく。②③④⑥⑬⑭⑮ 

Ａ 

 

２学年 

・授業を中心とした学習活動と

自学自習の習慣化を図る。 

・課題や予定を Classi 等を利用し各自で管理させることで、自律的な家庭学習の定着を図

り、授業を中心とした予習復習の学習サイクルを確立させる。③④ 

Ｂ  

 

 

 

 

 

Ａ 

・目標とする大学の入試科目、

得点、受験形態などを紙に書

かせて生徒の意欲を上げる。 ・英語や国語の小テスト、数学の章末テスト等の実施で、学習の習慣化と基礎力の定着を図

る。さらに、始業前時間や休み時間の効果的な利用を勧め、自学自習の態度を育成する。 

④⑧ 

 

Ａ 

・補習や課外、面談等を実施して、生徒の個々に応じたきめ細やかな指導を行う。⑥⑦ 

 

Ｂ 

・授業・ＨＲ・学年集会等のあらゆる機会に、２学年での学習習慣の重要性を認識させ、自

ら学ぶ姿勢を確立させる。④⑦⑧ 

Ａ 

・ICT を積極的に利用し、個別に最適化された学びや協働学習に役立てる。①②③⑭ Ａ 

・基本的な生活習慣の確立をめ

ざし、規律正しい学校生活が送

れるように努める。 

・個別面談、学校行事、クラス行事など様々な場面において、積極的に生徒と接し、適切な

指導や支援を行い、自律的な生活の定着を図る。⑦⑧⑨ 

Ａ  

 

 

Ａ 
・学年団の共通理解の下、あいさつの励行、端正な身だしなみや規範意識の高揚を日常の学

校生活において促す。⑧⑨ 

Ａ 

・日頃から整理整頓を心がけ、自ら進んで清掃するなど環境整備を指導する。⑨⑪ Ｂ 

・互いに個性を尊重し健全な人

間関係の構築を図る。 

・学校行事、部活動、生徒会活動に積極的に取り組ませることで、生徒個々のコミュニケー

ション能力、主体性、協調性を育み、人間的成長を促す。⑥⑧⑨⑪ 

Ａ  

 

Ａ ・ＨＲ活動や学校行事を通して、相手を尊重する心や積極的に集団へ寄与する姿勢を育み、

人間的な力量・能力の向上を図る。⑧⑨ 

Ａ 

・修学旅行を通して、国際平和の重要性について考えるとともに、協調性と集団生活のあり

方を学び、今後の生活に生かせるようにする。⑧⑨⑩ 

Ａ 

・海外研修を通して、国際性とコミュニケーション能力を育成し、語学、科学への興味を深

め、進路決定に生かす。⑧⑨⑫ 

Ａ 
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・進路目標を設定し、進路目標

達成に向けて、環境をしっかり

と整える。 

・大学見学や大学研究、模擬試験等を通して、志望大学・学部・学科を絞り込ませ、進路目

標の具体化と受験の準備目標の明確化を図る。⑥⑦ 

Ａ  

 

 

Ｂ 
・各科目の弱点克服に向け、基礎学力の強化を図る。②③④⑤ 

 

Ｂ 

・進学に対しての意識の強化を図り、２年から３年の受験に向けた学習計画を立てさせ、自

立的学習へ移行させる。②③④⑥⑦ 

Ｂ 

 

３学年 

・授業を中心とした学習活動と

各自の目標にあった自学自習

の習慣を確立させる。 

・自律的な家庭学習の定着を図るとともに授業を中心とした予習・復習の学習スタイルを確

立させる。④ 

Ａ  

 

Ａ 

・授業を中心とした学習指導

と、進路講演会、進路説明会等

を組み合わせて進路に対する

意識付けを図ってきた。１０

月以降、全体的に学習態度に

緊張感が感じられるようにな

った。 

・面談を繰り返し、個々の生徒

の把握に努めた。模試のデー

タや志望校検索システムを利

用し、希望に沿った進路指導

を心がけた。 

・生活の中でのモラルやマナ

ー、規範意識を身に付ける事

を重視した。 

・新型コロナウィルス感染症

が５類移行になったことから

全ての学校行事が滞りなく実

施され、生き生きとした姿が

見られた。 

・国公立大出願検討会の進め

方について、一つの形を提案

できたものと思う。 

・補習や課外、面談等を実施して、生徒の個々の適性に対応した個別最適な学びになるよう

にきめ細やかな指導を行う。③⑦⑧ 

Ａ 

・ICT を積極的に利用し、個別に最適化された学びや協働学習に役立てる。①②③⑭ 

 

Ｂ 

・きめ細やかな指導を通して 

生徒の第一志望の進路実現 

を図る。 

・進路実現に対しての意識の高揚を図り、進路目標を明確にさせ、時期に応じた適切な学習

計画を立てさせ、実行させる。⑦⑧ 

Ａ  

Ａ 

・大学卒業後の職業観も含め、大学について十分に研究させ、志望大学・学部・学科を絞り

込ませ、進路目標を明確にさせる。⑦⑧⑩ 

Ａ 

・３学年として、また成人とし

ての自覚と責任を持ち 規律

正しく行動し、充実した学校生

活が送れるようにする。 

・あいさつの励行、身だしなみや規範意識を日常的に継続して持てるよう促していく。 

⑨⑩⑪ 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・個別面談や学校行事、クラス行事など様々な場面において、積極的に生徒と接し、適切な

指導や支援を行い、自律的な生活の定着を図る。⑨⑩⑪ 

Ａ 

・学校行事、部活動、生徒会活動等で経験してきたことを踏まえて、自ら考えて判断し行動

することを通して人間的成長を促す。⑨⑩⑪ 

Ａ 

・成人としての自覚を促し、社会的な義務や責任を果たせるよう助言する。⑨⑩⑪ 

 

Ａ 

・ＨＲ活動や学校行事を通して、相手を尊重する心や積極的に集団へ寄与する姿勢を育み、

主体性・自律性・創造性の育成を図る。⑨⑩⑪ 

Ａ 

・日頃から整理整頓を心がけ、自ら進んで清掃するなど環境の整備に対する意識を高める。 

⑨⑩⑪ 

Ａ 

・理数科においては、ＳＥ課題研究のまとめを行い、研究発表会を成功させられるよう支援

する。⑫⑬ 

Ａ 

 

国語科 

・自学自習の習慣化を目指す。 

 

 

 

 

・授業進度計画に沿い、かつ生徒の実態に応じて授業を行う。 ①②⑭ 

 

Ａ  

 

 

 

Ａ 

・より一層文学作品や新書な

どの読書案内を行い、読書を

すすめる。 ・学習ガイダンスを実施し、適切な予習復習の仕方を提示する。各授業においてその定着を

図る。①② 

 

 

Ａ 
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・授業や時事の話題と関わる文学作品・新聞・新書等も含めた、幅広く適切な分野の読書案

内を通じて、読書意欲を喚起する。①② 

Ｂ 

・音読を重視する。 ・句読点や抑揚に留意し、各教材文の特性を意識させた音読指導を実施する。① Ａ Ａ 

・語彙力・記述力の定着を図る。 ・大学入試共通テストに対応した語彙力・記述力を身に付けられる授業を展開する。身に付

けた語彙力や記述力を使い、論述問題や小論文等に対応できるようにする。①②③ 

Ａ Ａ 

・古語や古典文法の理解・習得

を目指す。 

・小テスト等も活用し、基本事項の定着を図る。  ③ 

 

Ａ  

 

Ａ ・辞書、文法書等の補助教材を適切に活用する授業を展開する。 ②③ 

 

Ｂ 

・作品を通じて、品詞の働きや古語の表現上の特徴に慣れ、読解に役立てるような授業を行 

う。②③ 

Ａ 

・漢語や漢文句法の理解・習得

を目指す。 

・小テスト等も活用し、基本事項の定着を図る。③ 

 

Ａ  

Ａ 

・代表的な句法を、用例を通して定着を図る。③ 

 

Ａ 

 

地歴公民科 

・計画的な学習指導を実施す

る。 

・年間指導計画に沿って授業を行う。①②③⑤ Ａ 

 

 

Ａ 

・引き続き生徒の学習意欲を

引き出し、学力の向上につな

がるよう授業や課題等を工夫

していく。 

・新課程の科目の進め方を確

立する。 

・課題学習や調べ学習を通し

て、コミュニケーション能力・

批判的思考力・論理力の育成

をめざす。 

・年間指導計画を活用させることで、生徒に自学自習の習慣を確立できるよう支援し、生徒

の主体性と意欲を引き出す工夫をする。③④⑤⑥ 

Ａ 

・基礎的内容の理解の徹底と授

業方法を研究する。 

・進学・受験に向け、学習ノート・演習問題集の利用をすすめ、基礎的知識を習得させる。 

①② 

Ａ 

 

 

 

Ａ ・課題学習や調べ学習などを実施し、対話や発表を通し、コミュニケーション能力・批判的

思考力・論理力を育成する。①② 

Ｂ 

・ビデオ・パソコン・プロジェクターなどのＩＣＴ機器を効果的に利用する。③ Ａ 

 

・生徒の学習活動を適切に評価

する。 

・学年・学科・類型に対応した適切な考査問題を作成する。①⑤ Ａ 

 

 

 

Ａ ・ノート・レポート提出、発表態度などを含めて総合的な評価を行う。⑤ Ａ 

 

・観点別評価に留意し、知識・理解に偏らない評価を行う。⑤ Ａ 

 

 

数学科 

・基礎的内容の理解と学習習慣

の定着の徹底を図る。 

・予習・復習を徹底させることで学習習慣の定着を図る。①②③④⑤⑥ Ｂ  

Ａ 

・タブレット端末を活用した

授業展開がまだ十分にできて

いない。 

・大学入学共通テストの全国

・生徒が理解しやすいような授業を展開し、学習課題を工夫することで基礎内容の理解を図

る。①②③④⑤⑥ 

Ａ 



別紙様式２（高） 

・入試に対応できる応用力・表

現力の育成を図る。 

・平常課外や長期休業中の課外、章末問題の演習等を利用して応用力の育成を図る。 

①②③④⑤⑥⑨ 

Ａ  

 

 

 

Ａ 

平均点に満たなかったことか

ら、何らかの対策が必要。 

・成績上位者のより一層のレ

ベルアップと中間層の底上げ

が必要。 

・他教科との連携についての

研究が必要。 

・主体的な学びについて、どの

ような授業展開を通して実現

していくかの検討が必要。 

・各章末の探究問題や課題学習を用いて、単元で学んだ内容を日常生活に応用したり、違っ

た視点でのアプローチをグループ学習によって思考させることで、正解のない問いへ協働

して納得解を導く機会を与える。①②③④⑤⑥ 

 

Ａ 

・定期考査や課題考査、単元テストや課題等の添削を通して、答案の記述の仕方について指

導する。１、２年生では、大学入学共通テストを意識した問題を考査に取り入れる。 

③⑥⑩⑬⑭⑯ 

 

Ｂ 

・指導方法の研究を行う。 ・大学入学共通テスト等の動向を踏まえ、数学的な見方・考え方を働かせながら、問題を自

主的、協働的に解決することができるよう、主体的・対話的で深い学びの実現を図るための

指導法の研究を行う。③⑥⑩⑬⑭⑯ 

 

Ａ 

 

 

 

Ａ ・ICT 機器の利用と指導と評価の一体化について、研究を行う。③⑥⑩⑬⑭⑯ Ａ 

・ICT の活用方法について研究し、生徒のタブレット端末を十分に活かした授業展開を工夫

することで、授業満足度評価の数値目標達成を目指す。③⑥⑩⑬⑭⑯ 

 

Ａ 

・スーパーサイエンスハイスク

ール（ＳＳＨ）の円滑な運営を

行う。 

・ＳＳ数学α、ＳＳ数学β、ＳＳ数学γの目標に基づいて、理科、情報や課題研究の担当者

と連携して実施する。⑩⑮⑯ 

Ｂ  

Ｂ 

・「ＳＥ課題研究」の充実を図る。⑬⑭⑮ 

 

Ａ 

 

理科 

・基本的内容の定着の徹底を図

る。 

・考査、模擬試験、小テスト、振り返りシート等の結果から生徒の基礎的・基本的事項の理

解度を確認し、学習指導に生かす。②③④⑤ 

Ａ  

 

Ａ 

・今年度に引き続き、科学的な

思考力・表現力を伸長し、生徒

が対話的で深い学びを実現す

るために、実験・観察を取り入

れた授業回数を増やす。 

・また、スーパーサイエンスス

クール事業と連携したり、ICT

の活用する機会を増やしたり

することで、効果的なプレゼ

ンテーションや報告書を作成

する技能を身に着けさせる。 

・理解が不十分だと思われる生徒に対して、補習や課外授業などにより基本 的内容の定着

を促す。②③ 

Ｂ 

・学習課題の明確化による、ポイントを押さえた授業を行う。①②③④⑤⑥ 

 

Ａ 

・科学的な思考力・表現力の育

成を行う。 

・観察、実験を通して主体的に学べる学習場面をバランス良く設け、考察過程において対話

的で深い学びを実現するように学習活動を工夫する。①②③④⑥⑨ 

Ａ  

 

Ｂ ・科学的な概念を踏まえて考察したことの口頭発表やパワーポイント、ポスター等を用いた

プレゼンテーション、報告書の作成など発表の機会を多く設定する。①②④⑨⑮ 

Ｂ 

・基本的内容を受験で生かすた

めの応用力の育成と向上を目

指す。 

・理解が深まる授業展開と、生徒一人ひとりが大学入試を意識できる問題演習を系統的に行

う。②③⑥⑦ 

Ａ  

 

Ａ ・課外授業は個々の習熟度に合わせて実施するとともに、授業や自学自習と効果的に結び付

いた指導をする。①③⑤⑦ 

Ｂ 

・各大学の出題傾向を研究・分析することにより、より効果的に応用力を向上させる授業を

展開する。②③６⑦ 

Ａ 



別紙様式２（高） 

・スーパーサイエンスハイスク

ール（ＳＳＨ）の円滑な運営を

行う。 

・スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）事業を他教科や分掌と連携して滞りなく運営

する。⑬⑭⑮ 

Ａ Ａ 

・科目横断的な内容を扱い、SE 課題研究や SP 探究、SP 科学との関連を図る。 

①②⑬⑭⑮ 

Ｂ 

 

保健体育科 

・体力の向上を図る。 ・体力テストを実施し、自己の体力を認識させ、体力の保持増進に対する意識を高めさせる。 

④ 

Ａ  

 

Ａ 

・体力テストでは、握力（男子、

２・３年女子）２０ｍシャトル

ラン（男子）、ハンドボール投

げが、少しだけ全国平均を下

回っているので、授業等で向

上を図っていく。また、体育の

授業で、ICT を活用した授業

展開を積極的に行っていく。 

・運動量の確保に努める。④ 

 

Ａ 

・女子生徒の体力の向上を図る。④ 

 

Ａ 

・技能の向上を目指す。 ・各単元において、個に応じた指導を工夫し、技能の修得とスキルの向上を目指す。②③④ 

⑤ 

Ｂ  

 

Ａ ・３年次に選択授業を実施し、生徒に主体的な活動を実践させることによりマイスポーツの

獲得につなげるようにする。②③④⑤ 

 

 

Ａ 

・健康・安全への意識を高める。 ・日常生活の中で健康に関心と自覚を持ち、運動やスポーツを実践する中で安全面に配慮す

るとともに用具管理の徹底に努める。④⑩ 

Ａ  

 

Ａ ・集団行動を通し、公正・協力・責任などの態度を育てる。④⑤⑩ 

 

Ａ 

・チャイムと同時に県民体操を実施し、保健安全への意識を高める。④⑩ 

 

Ａ 

・授業時間の確保に努める。 ・教科内における填補を充実・徹底させ、授業時間の確保に努める。④ 

 

 

Ａ 

 

Ａ 

・教員間の共通理解のもと規律ある集団行動の確立に努める。④⑩ Ａ 

 

芸術科 

・基礎的な技能を身に付け、自

ら発想・表現できるようにす

る。 

・基礎、基本となる実技を繰り返し行い定着させることで、そこから自分らしい発想や表現

ができるようにする。①②③⑤ 

Ｂ  

 

 

 

 

 

Ｂ 

・パソコン、タブレット等をは

じめとしてＩＣＴ機器が指導

者側で決して十分といえない

状況にあるため、次年度以降

に改善していきたい。 

・芸術に興味関心を持ち、自主

的に作品を制作（楽曲を演奏）

しようとする態度を育てる。 

・作品を制作すること（楽曲を演奏すること）により、自己を表現する技術を身に付けられ

るようにする。①②③⑤ 

 

Ｂ 

 

・作品の提出期限を守るよう指導する。①②③⑤ Ｂ 

・自主的に思考・判断し、作品を制作（楽曲を演奏）できるようにする。①②③④⑤ Ｂ 



別紙様式２（高） 

・作品（楽曲）の鑑賞や制作を

通して自己を深く見つめる姿

勢を培う。 

・様々な作例、友人の制作作品（演奏）を鑑賞することにより、作者の心情や意図、表現の

工夫等を学べるようにする。①②③⑤ 

Ｂ 

 

英語科 

・基礎的な内容の理解徹底とと

もに応用力、実践力を身に付け

させる。 

・本校生徒のレベルに合った補助教材とプリントの活用や小テストの実施により、基礎的な

内容の理解の徹底と応用問題の解き方を指導する。①②③④⑤⑥⑯⑱ 

Ａ  

Ａ 

・ひきつづき、生徒の学習到達

度と卒学年時に身につけてお

きたい英語力を念頭に置きな

がら、授業の展開や考査の内

容、教材の選択や課題の与え

方を工夫する。 

・観点別評価についても、さら

に改善を図る。 

・個に応じた個別指導を心がけ、より良い進路実現を目指す。①②③④⑤⑥⑯⑱ 

 

Ａ 

・自学自習の確立を目指し、学

年に応じた家庭学習の習慣を

つけさせる。 

・１、２年生には副教材の単語集・文法問題集・サイドリーダーに取り組ませ、課題を課し

小テストなどを通して、その実施状況や定着度をチェックする。④⑤⑥⑯⑱ 

Ａ  

Ａ 

・３年生には大学受験用の問題集を用意し、授業で学習方法を説明したのち一部は自宅学習

用とし、テストを課して実力養成を図る。④⑤⑥⑯⑱ 

Ａ 

・総合的な英語運用能力の養成

を図る。 

・外部試験等を活用し、英語力を継続的に測定することで授業改善に役立てる。④⑨⑱ 

 

Ａ  

 

Ａ ・４技能の向上を念頭に、授業でのペアワーク、グループワーク等の時間を確保し、主体的

に学ぶ力を育成する。①②③④⑤⑥⑯⑱ 

Ａ 

・指導に活かす観点別評価を工夫し、指導と評価の一体化を進める。⑤⑱ 

 

Ａ 

・指導法や教材についての情報

交換と共有化を図る。 

・教材を担当者間で共有し、指導の共有化を図る。⑬⑯⑱ 

 

Ａ  

Ａ 

・各種研修会に参加し、情報を共有することで指導力向上を図る。⑬⑯⑱ 

 

Ａ 

 

家庭科 

・生活に必要な基本的知識・ 

技術を習得させる。 

・生徒が主体的に取り組めるよう適切な教材・教具を提供する。①②③⑯ Ａ  

 

 

Ａ 

・単元通しの繋がりを持たせ、

シラバスの内容をより充実さ

せる。 

・引き続き ICT を活用し、学

校と自宅での実習の充実性を

図る。 

・生徒一人一人の進度状況に応じた指導を行う。②③④⑥⑦⑱ 

 

Ａ 

 ・施設・設備の安全管理に配慮し、実験・実習を実施する。⑪ Ａ 

・自らの生活の向上を図る力 

と、実践的な態度を育成す 

る。 

・学習したことを生かして、自らの生活課題の解決を図ることができるようにする。 

①②③⑥⑩ 

Ｂ  

Ｂ 

 

情報科 

・情報活用の実践力を身に付け

させる。 

・生徒に課題の内容やその目的を明確に提示し、課題解決の手段を考え、的確に情報を活用

できるように指導する。①②③④⑤⑩ 

Ｂ Ｂ ・情報活用の実践力や、情報化

社会に参画する態度を養うた

め、授業において情報の役割

や情報機器の活用方法などを

知識だけでなく、実習をする

ことで生徒の興味関心がもて

・情報の科学的な理解を深め  

る。 

・情報に関する基礎的な理論について、理解が深まるように教材を工夫して指導する。 

②③④⑤⑥ 

Ａ  

Ａ 

・プログラミング言語（Python）の学習を通して論理的思考を深めるように指導する。 

①②③④⑤⑥ 

Ｂ 



別紙様式２（高） 

・情報社会に参画する態度を 

養う。 

・情報モラルに関する教材は、生徒にとって身近な話題を取り扱い、情報社会に参画する態

度をより具体的に考えられるように指導する。②⑤⑩⑪ 

Ａ Ａ る授業展開をするようにし

た。また、共通テストに向けた

情報収集と授業での試行を進

めることができた。 

・探究活動におけるデータを正

しく扱える知識技術を養う。 

・「ＳＰ探究」、「ＳＥ課題研究」における実験や観察等で得られたデータを正しく処理する

ことができるよう、統計教育の充実を図る。①③⑩ 

Ｂ Ｂ 

・共通テスト対策の実施 ・共通テスト対策に向けた情報収集と授業での試行を行う。④ Ａ Ａ 

 

教務部 

・各教科の学習指導の充実の 

ための支援を行う。 

授業時間の確保 

・適切な時間割編成と考査ごとの授業確保のための日程調整を行う。②③⑤⑯ 

・授業準備の効率化と業務量の軽減のための方策を考える。③⑥⑯ 

・ICT 機器の活用について、理解を深める。③⑯ 

 

Ｂ 

 

Ｂ 

・ICT 機器の活用については

日々更新されており、継続的

な支援が必要である。 

・評価については SSH の影響

もあり、なかなか定まってい

ないのが現状である。 

生徒の主体性を引き出す授業の質的向上 

・指導力向上支援のため、授業の相互参観による研修を推進する。①②③④ 

・新指導要領に対応した内規の改正を速やかに行う。①②③⑤ 

・効果的な学習指導を目指した年間指導計画を作成する。①②⑤⑯ 

 

Ａ 

 

Ａ 

・教育課程の研究とその運用 

と改善を行う。 

・生徒の主体性を引き出す学習指導、評価についての運用と改善を推進する。①②③④⑤ 

 

Ａ  

Ａ 

・「スーパーサイエンスハイスクール事業」（ＳＳＨ）での教育課程の確かな 運用と改善を

行う。⑬⑭⑮ 

Ａ 

・ネットワーク環境の管理と、

不具合への迅速な対応を行う。 

 

・校内サーバ・ＰＣ・プリンター等の管理と不具合への迅速な対応を行う。③⑯ 

 

Ａ  

 

 

Ａ 
・情報委員会の生徒による IT 機器の管理を行う。③⑩⑯ 

 

Ｂ 

・教職員と生徒へのセキュリティ情報の迅速な提供と注意喚起を行う。③⑯ Ａ 

・情報機器の積極的活用のため、ネットワーク環境の改善を行う。③⑯ Ａ 

・支援システムの利用への対

応。 

・学校支援システムの活用の研究を進める。⑤⑯ Ａ Ａ 

・教育情報ネットワーク・学校

Wifi を全員が快適に利用でき

る態勢を構築する。 

・教員向けのネットワーク活用のための情報提供を行う。必要な場合は研修を実施する。 

②③⑯ 

Ｂ  

Ａ 

・MAC アドレスの登録、GoogleWorkSpace を使えるような手続き、その他研修を実施す

る。①③⑯⑲⑳ 

Ａ 

 

学習進路指導

部 

・学力の向上を図るとともに、

主体的学習習慣を身に付けさ

せる。 

・主体的対話的で深い学びにつながる授業改善を図るとともに、知識・技能だけでなく、生

徒の思考力・判断力・表現力を育成する授業や評価法の実践に努める。また、適切な課題を

与え、課外等を実施する。①②③④⑤⑥⑯ 

Ａ  

 

Ａ 

・基礎基本の定着が十分でな

い生徒が多い。学習習慣を早

期に確立させることと合わせ

て、各教科の先生方と連携し、

方策を考えていく必要があ
・学習記録をつけさせることで、家庭学習時間の確保・増加に努めるとともに学習時間の把

握にも努める。 

Ｂ 



別紙様式２（高） 

・生徒の学習習慣の確立を援助するために、学習室を平日放課後 19 時まで開放する。また、

土曜日も８時半から 17 時まで開放する。③④⑨ 

Ａ る。 

・社会の変革を踏まえ、将来の

生き方を考えることができる

進路、学習指導の方策につい

て考えたい。 

・今年度は、３学年の担任の先

生方を対象に、compass や

banzai system の使い方を学

ぶ研修会を開催した。来年度

以降は、１，２学年の先生方に

もそのような機会を提供でき

るようにしたい。 

・進路意識・学習意欲の高揚を

図る。 

・集会や配付物（学進通信等）で生徒の進路意識の高揚に努める。④⑰⑲ 

 

Ａ  

 

 

 

Ａ 

・ガイダンスにより、生徒の能力や適性等自己理解を深化させる。④⑦⑨ 

 

Ａ 

・大学模擬授業・進学セミナー等の行事を通して、進路意識・学習意欲・職業意識を高める。 

④⑦⑨ 

Ａ 

・進路資料・学進通信の内容の適切化に努める。⑨ 

 

Ａ 

・キャリアパスポートを活用し、自らの学びや経験を振り返る機会を設けることで、明確な

目標を設定し、それを実現するための見通しを持てるよう支援する。④⑦⑧⑨ 

Ｂ 

・進路希望の実現をめざし、進

路実績の向上を図る。 

・外部模擬試験のデータ分析に努め、各教科、各学年とともに連携し、学力の定着に寄与す

る。①③⑧⑨⑯⑳ 

Ｂ  

Ｂ 

・生徒の学力向上及び入試対策のために、課外・面接指導を企画・実施する。①③④⑨⑱ 

 

Ａ 

・職員への進路（進学）デ－タ

の提供と各教科との連携を図

る。 

・生徒実態調査（アンケート）を分析し提供する。④⑧⑨ 

 

Ａ  

 

Ａ ・河合塾やベネッセと連携し、外部模試データを各教科や学年に提供したり、模試分析ツー

ルの活用法を研修したりすることで、データの有効活用や各教科の弱点発見と克服に寄与

する。①③④⑧⑨⑱⑳ 

Ａ 

 

生徒指導部 

・制服の正しい着こなしの定 

着を図る。 

・生徒会を中心として生徒自ら正しい着こなしについて考え、生徒相互の確認（校紀委員）

や職員により正しい制服の着こなしやマナーを考えさせる。⑩⑪⑫ 

Ａ  

Ａ 

 

・制服の正しい着こなし、スマ

ートフォン、ネット利用に関

する取り組みは継続。 

・自転車運転のルール及びマ

ナーの遵守・徹底。 

・校則の変更等により服装等

の規則が曖昧になってくると

ころがあるので、周知徹底。 

・「交通ルールを守る」等の  

交通指導を継続実施する。 

・ＰＴＡ合同の交通安全指導等により、自転車運転ルールの遵守を指導する。⑩⑪⑫ 

 

Ｂ  

 

Ｂ 

 

 

・自転車の鍵閉めや、ヘルメット着用を強く推奨、自転車点検整備などにより、自転車の自

己安全管理の指導をする。⑩⑪⑫ 

Ｂ 

・教職員の生徒指導に対する 

意識の統一を図る。 

・校則（服装等）や指導の方法（スマートフォン等）が変わる中で、文書や職員会議などで

確認しながら、全学年でできる限り共通理解を持って指導する。⑨⑩ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

・スマートフォン等の安全な 

利用方法とマナーを修得さ 

せる。 

・講習会等を利用しながら、スマートフォン等のマナーをしっかり理解させ、 安全で節度

ある利用の仕方について注意喚起する。⑩⑪⑫ 

Ａ  

 

Ａ 

 
・定期的にネットパトロールを実施し、不適切な書込みについてはその都度指導していき、

いじめ等の未然防止に努める。⑩⑪⑫ 

Ａ 



別紙様式２（高） 

 

特別活動部 

・行事への参加意識の高揚と 

職員の協働体制の構築を図る。 

・行事において生徒一人ひとりが一役を担い、自主的・主体的に活動できるよう企画・運営

を進める。⑩ 

Ａ  

 

Ａ 

・学校行事を行うにあたり、感

染症や熱中症などの生徒の命

に係わる問題に対して他の校

務分掌と連携を取りながら実

施していく。 

・また、LHR や課外活動に関

しても同様に他の校務分掌と

連携を取りながら内容の充実

を図り、実施していく。 

・特別活動部の情報の共有化を図り、組織的な運営ができるような体制を整える。⑩⑯ 

 

Ｂ 

・生徒会本部役員の立候補者が確保できるように、各学年との連携を深め、リーダー育成の

ための活動の場を設ける。⑩⑪⑫ 

Ａ 

・部活動と学習の調和を図る。 ・部活動では、本校の部活動運営方針を踏まえて適切な休養日を設け、生徒の健康や生活リ

ズム等に配慮するとともに、各学年と連携しながら学習時間の確保を指導する。④⑩                                  

Ａ  

Ａ 

・部室の使用と管理について規則を遵守させる。⑩⑪ 

 

Ａ 

・「緑高祭」の質の向上を目指

す。 

・実行委員会を中心に生徒の主体性を重視し、参加意識を高めるとともに質の向上を目指

す。⑩ 

Ａ  

Ａ 

・企画・運営におけるリーダーを育成するための活動の機会を設け、組織力を高める。 

⑩⑪⑫ 

Ａ 

・活発な部活動を維持する。 ・運動部・文化部とも活発な活動を学校全体で支援できるような体制作りを行う。⑩⑫ 

 

Ａ Ａ 

・キャリアパスポートの実践に

取り組む。 

・自らの学習状況と部活動やホームルーム・学校行事等での活動を記録することで総合的な

自己評価につなげる。①④⑦⑩⑪ 

 

 

Ｂ 

 

Ｂ 

 

保健厚生部 

・健康相談の充実と健康教育の

啓発を行う。 

・保健室来室者・担任等の情報により精神的ケアの必要な生徒を把握し的確な指導をする。 

⑩ 

Ａ  

 

Ａ 

・次年度は全校生徒での防災

訓練を実施し、安全かつ迅速

な避難行動が出来るよう計画

し、実施していきたい。 

・教育相談部のスクールカウンセラー制度との連携を密にし、チーム支援を行う。⑧⑩ 

 

Ａ 

・保健委員会と連携し、「健康講話」を実施する。⑧⑩ 

 

Ａ 

・学習環境の整備と美化の推進

を図る。 

・清掃監督者や整美委員会等と連携し、学習環境の美化を維持する。⑩ 

 

Ａ  

Ａ 

・授業担当者・事務と連携し、エアコン使用時の換気・設定温度を徹底する。⑩ Ａ 

・防災意識の涵養と災害を想定

した適切な避難誘導を行う。 

・全職員が役割を分担して誘導に当たり、安全かつ迅速な避難行動がとれるように防災避難

訓練を実施する。⑩ 

Ｂ Ｂ 

・奨学金応募業務の円滑化を図

る。 

・迅速に情報を提供し、応募生徒の書類の確認・指導，申請を的確に行う。⑩ Ａ Ａ 

・昼食販売の円滑な運営を図

る。 

・行事日程等の連絡を販売業者に伝える。⑨⑰ Ａ Ａ 



別紙様式２（高） 

 

図書部 

・授業、発展的学習、進路指導

に活用できる図書を更に充実

させる。 

・各教科、各分掌、生徒（６月校外図書選定等）からの希望・推薦図書を揃える。①④ 

 

Ａ  

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

・学校図書館のあるべき姿、求

められるもの、果たすべき役

割を研究していきたい。 

・学習進路指導部と連携し、前後期に進路関係の図書を充実させる。⑦⑧⑨ 

 

Ａ 

・理数科と連携し、理科関係の「ＳＳＨ図書コーナー」を充実させる。①④⑬⑭ 

 

Ａ 

・「SP 科学」、「SP 探究」のための図書の充実を図る。①⑬⑭ 

 

Ａ 

・学校内における生徒の居場所として、開かれた図書館を目指す。③④⑲ 

 

Ａ 

・生徒の図書館利用を促進す

る。 

・年間 2000 冊以上の利用を目指して貸し出し業務や委員会活動を行う。④⑩⑫ 

 

Ｂ  

 

 

Ｂ 

 

 

 

・国語科と連携し、４月の「１学年図書館オリエンテーション」を実施する。④⑩ 

 

Ａ 

・図書委員編集による「図書館ニュース」（「図書館報」）を毎月発行し、広報活動を推進す

る。②④⑨ 

Ｂ 

・図書委員会の活動を活発にす

る。 

・授業日のカウンター当番を各クラス図書委員が行い、委員会活動を活発にする。①⑩ 

 

Ａ  

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

・図書委員生徒の編集による「図書館ニュース」（「図書館報」）を毎月発行し、広報活動を

積極的に行う。①②⑩ 

Ｂ 

・図書委員会として「校外図書選定」を実施し、購入希望図書の選定を行う。①⑩ 

 

Ｂ 

・図書部の研修会に参加し、活動の活発化を図る。①⑩ 

 

Ｂ 

・視聴覚教材を充実させる。 ・ＤＶＤを開架し、校内での利用を促進する。①②⑩ 

 

Ａ  

Ａ 

・各教科、各分掌等からの教材推薦を受けて視聴覚教材の充実を図る。①②③⑨ 

 

Ａ 

 

渉外部 

・会員にＰＴＡ活動に更に関 

心を持ってもらうように働 

きかけを行う。 

・現在の感染状況を考え、ＰＴＡ総会の開催の仕方や学年懇談会・公開授業方法について、

会員の意見を取り入れながら実施していく。⑨⑩⑲ 

Ａ  

 

Ａ 

・令和６年度に実施される全

国高Ｐ連茨城大会の運営に係

わるため、保護者とのより一

層の連携が取れるようにして

いく。 

・広報部と連携することで、ＰＴＡ活動・同窓会活動の状況をできるだけリアルタイムで発

信する。⑨⑲ 

Ａ 

・充実したＰＴＡ活動になる 

よう企画・実施する。 

・現況の感染予防症対策を十分に行い、ＰＴＡの連携を図り、緑高祭におけるＰＴＡ企画や

ＰＴＡ教育講演会が実施できるようサポートする。②⑩ 

Ａ Ａ 



別紙様式２（高） 

・現況の感染予防症対策を十分に行い、魅力ある講師を招聘することで、教育講演会の充実

を図る。⑩⑳ 

Ａ 

・ＰＴＡ常設委員会の活性化 

を図る。 

・各常設委員会に対して、学校行事等でサポートを継続することにより、各常設委員会がＰ

ＴＡ会員のネットワークづくりの中心となるように推進していく。⑩ 

Ａ  

Ａ 

・ＰＴＡ常設委員（学年委員を含む）へ緑高祭の丁寧な参加案内することで、運営委員会・

常設委員会が中心とした企画・運営を継続する。⑩ 

Ａ 

 

広報部 

・広報･ＰＲ活動を推進する。 ・スクールガイド・ポスター・ホームページ等による広報活動に努める。⑩⑮ 

 

Ａ  

 

 

 

Ａ 

・ホームページを通じた外部

への情報発信の強化と扱う内

容の検討。 

・ポスター作成方法の検討。 

・学校説明会参加者の満足度

の向上を目指した運営方法の

工夫・改善。 

・各種メディアや学校訪問による広報活動に努める。⑩⑮ Ａ 

・本校生徒による中学生のための「学校説明会」を実施する。⑩⑮ 

 

Ａ 

・本校の広報・ＰＲ活動の新たな可能性について広く調査・研究し、その成果を形にするよ

う努める。⑩⑮⑲ 

Ｂ 

 

教育相談部 

・問題を抱える生徒を早期に 

発見し、職員間で情報共有す

る。 

・学年と協力し問題を抱える生徒を早期に発見し、相談部内・職員間の共通理解と連携をは

かる。⑩⑱ 

Ａ  

Ａ 

・業務日誌を元に情報共有を

する。 

・保健室来室や担任との面談、

相談申込みフォームなどによ

り相談を受け、場合によって

SC につなぐ。 

・SCによる教職員校内研修会

を実施する。 

・SC後のコンサルテーション

の時間を確保する。 

・各種相談窓口や研修のお知

らせをする。 

・年度始めや夏休み明けの機会に、校内外の相談窓口を周知する。⑩⑱ 

 

Ａ 

・教育相談研修会を実施し、 

教職員の理解と技能を高め 

る。 

・生徒の心の問題に深い理解と豊富な経験を持つ講師を招いて研修会を実施する。⑳ 

 

Ａ  

Ａ 

・研修後に本校職員対象のアンケートを実施して意識を高める。⑳ Ａ 

・スクールカウンセリングの 

充実をはかる。 

・スクールカウンセラーの継続的なカウンセリングを実施する。⑩⑱ 

 

Ａ  

Ａ 

・コンサルテーションを実施することにより、スクールカウンセラーと教育相談部員・クラ

ス担任・学年との連携をはかる。⑩⑱⑲ 

Ａ 

 

理数部 

・スーパーサイエンスハイスク

ール（ＳＳＨ）事業の円滑な実

施 

・各ＳＳＨ事業において適切な人員を配置するとともに、効率的な運営計画を策定する。ま

た会議や協議の適宜開催、情報ツールの積極的な利用等によって、職員間の連携促進を図

る。⑬⑭⑮⑯⑲ 

Ａ  

 

Ａ 

・年度当初に担当者の振り分

けがされていない「見えない」

業務があった。来年度はすべ

ての業務の「見える化」を実施

し、より公正な業務の振り分

けを行う。  

・スタッフの半数が刷新され、

各業務に不慣れであったこと

と、ＳＳＨ申請年度というこ

ともあり、今年度は、各スタッ

・予算について、執行計画に基づいて適切に執行し、ＳＳＨ事業の充実を図る。⑬⑭ 

 

Ａ 

・課題研究・探究活動の充実 ・「ＳＰ科学」を教科横断的な視点に立った ICT 技能習得や地域探究の場のとして再定義

し、カリキュラム・マネジメントの中核とする。③⑩⑫⑬⑭⑯ 

Ａ  

 

 

Ａ 

 

・「ＳＰ探究」の課題を整理し、効果的な実施方法を検討する。⑨⑬⑭ Ａ 

・「ＳＥ課題研究」について、研究内容のレベル向上を目指し、研究テーマや課題設定に重

点をおく。またチューターの効果的な配置、運用方法について検討する。①⑬⑭ 

Ｂ 



別紙様式２（高） 

・研究成果の発表・評価の場として、外部のコンテスト、発表会等への積極的な参加を図る。 

⑦⑬ 

Ａ フの時間外業務が増加した。

業務フローの改善や業務の継

承により、来年度以降は勤務

時間外業務を削減する。 

・今年度、大学や専門高校、特

別支援学校、企業との連携事

業を始めたが、継続・発展でき

るようなシステム作りが今後

の課題である。 

・中・高・大・企業・地域連携 ・課題研究・探究活動・部活動等をとおして、小中高等学校、特別支援学校、大学、地域や

企業と連携し、ＳＳＨ事業の成果の普及を図る。⑭⑮ 

Ｂ Ｂ 

 

・新規ＳＳＨ事業（Ⅲ期）の指

定 

・Ⅱ期 10 年間のＳＳＨ事業の課題と成果を検討したうえ、新規ＳＳＨ事業（Ⅲ期）指定を

目指す。⑬⑭⑱⑲ 

Ｂ  

 

Ｂ 

 

 

 

事務部 

・予算を計画的・効率的に執行

する。 

・限られた予算の中、将来を見通した教育環境整備を図るため、計画的・効率的に予算を執

行する。⑲ 

Ａ Ａ 

 

 

・経年劣化により大規模な修

繕・改修が必要となっている

ことから、県教委と連携を図

り、計画的に整備を行うこと

により、安心安全な教育環境

の整備に取り組む。 

・安心安全な教育環境の保全 

に取り組む。 

・施設設備の日々の点検及び迅速な修繕により、生徒が安心安全に教育活動を行える教育環

境の保全に取り組む。⑲ 

Ｂ Ｂ 

 

 

・学校の窓口としての丁寧な 

接遇に努める。 

・電話や窓口等においては、誠意ある態度・応対によって県民サービスの向上を図るととも

に、生徒や保護者との関わりを通じて相互の信頼関係を高めるように取り組む。⑲ 

Ａ Ａ 

※ 評価規準：Ａ：十分達成できている  Ｂ：達成できている  Ｃ：概ね達成できている  Ｄ：不十分である  Ｅ：できていない 


